
750 CHEMOTHERAPY DEC. 1989

耳鼻 咽喉 科領域 感染 症 にお けるBMY-28100の 臨床 的検 討

谷垣内由之,村 井信之,日 下和彦,古 内一郎

掲協医科大学耳鼻咽喉科学教室*

耳 鼻 咽 喉 科 領域 感 染 症 患 者11名 につ い て,BMY-28100の 臨 床 的検 討 を行 っ た。

対 象 患 者 は,男 性4例,女 性7例 で 年 齢分 布 は16～62歳 で あ っ た。

投 与 量 は1回250mg～500mgを1日3回,投 与 日数3～14日 間経 口 投 与 した。 臨 床 効 果 は 全 体 で

90:9%,細 菌 学 的効 果 は消 失 率100%で あ った 。
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BMY-28100は,ブ リス トル ・マイヤーズ研究所株式

会社で創製されたセフェム系の経口抗生剤で広い抗菌ス

ペク トルを有し,特 にグラム陽性菌に対し,強 い抗菌力

を有すといわれている1)。

今回我々は,耳 鼻咽喉科領域感染症 に対するBMY-

28100を 使用する機会を得たので,そ の臨床試験の結果

を報告する。

1.対 象及び方法

BMY-28100を 耳鼻咽喉科領域感染症患者11名 に投与

し臨床的検討を行った。

症例は男性4例,女 性7例 で年齢分布は16～62歳 で

あった。投与量は250～500mgを1日3回 経口投与,投

与期間は3～14日 間であった(Table 1)。

症例の内訳は急性中耳炎3例,慢 性中耳炎3例(内2

Table 1. Clinical efficacy of treatment with BMY-28100
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例 は急 性 増 悪),急 性 扁 桃 炎5例 で あ っ た(Table 2)。

II.成 績

臨床 効 果 の検 討 で は,急 性 中耳 炎3例 に対 し著 効1例,

有 効2例(3/3,100%),慢 性 中 耳 炎1例 に対 し有 効1

例(1/1,100%),慢 性 中 耳 炎 急 性 増 悪2例 に対 し,著

効2例(2/2,100%),急 性 扁 桃 炎5例 に対 し,著 効1

例,有 効3例,や や 有 効1例(4/5,80%)全 体 で は

90.9%の 有 効率 が 得 ら れ た(Table 3)。

分 離菌 別 臨床 効 果 は単 独 菌 感 染 で87.5%,混 合 感 染 で

100%の 有効率(Table 4),分 離菌別細菌学的効果では

全体で100%の 消失率を示 した(Table 5)。

副作用は1例 も発現 しなかった(Table1)。

前後の検査を行えた1例 について臨床検査値異常は認

められなかった。

III.考 察

BMY-28100は,ブ リス トル ・マイヤーズ研究所株式

会社で創製されたセブユム系の経口抗生剤で広い抗菌ス

ペクトルを有し,特 にグラム陽性菌に対 し,強 い抗菌力

Table 2. BMY-28100 treatment classified by diagnosis

Table 3. Clinical efficacy of BMY-28100 classified by diagnosis

Table 4. Clinical effect of BMY-28100 on various bacteria



752 CHEMOTHERAPY DEC. 1989

Table 5. Bacteriological effect of BMY-28100

* Bacteria appearing after BMY -28100 treatment

を有 す とい わ れて い るD。

今 回 臨 床 的検 討 を行 った 結 果,急 性 中耳 炎,慢 性 中耳

炎,急 性 扁桃 炎 に対 し,非 常 に優 れ た成 績 で あ っ た。

単 独 菌 感 染 で は グ ラ ム陽性 菌 で87.5%,グ ラム 陰性 菌

3菌,Escherichia coli, Klebsiella pneumoniae, Pseudomonas

aeruginosaの 混 合 感 染 で は,250mg×3,7日 間投 与 で 菌

の消失をみた。

以上の結果より本剤は耳鼻咽喉科領域感染症に対し,

将来,有 用な薬剤となる可能性が示唆 された。
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BMY-28100 IN OTORHINOLARYNGOLOGICAL INFECTIONS
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BMY-28100 was administered to 11 patients (4 male, 7 female) with otorhinolaryngological infections and its clinical

efficacy was examined.

The drug was given orally at 250mg or 500mg a day for 3-14 days.

The overall clinical efficacy rate was 90.9% (10/11) and the bactericidal rate was 100% (8/8).

No adverse events or laboratory findings were observed. The results suggest that BMY-28100 is a useful oral antibiotic

for otorhinolaryngological infections.


